	H１３年３月１３日
（２００１年）
	会則：

「会員２名の紹介----」を削除し、2項目は､ビジターとしてセミナーに参加後役員会の承認を得た者であること。とする。
	

	
	会員

・②“会員２名の紹介を受け”を削除

・準会員制度を平成１３年度に限り設け、

　一年間検証する。

　準会員は年会費１万円

　例会参加は参加費２千円徴収する

・休会制度を廃止する
	

	H１５年４月２４日
（2003年）
	会員

排除する意図は全くないが、会費未納入と欠席が続いている方には、継続意思の確認を行い、場合によっては、退会届をお願いしたい。
	・前年度会費納入に関して、退会届けがない方で出席されていない方からの徴収は、役員で相談した結果、追求しないという判断をした。

	
	運営費

 会費は1000円

分科会では、軽食を用意する。


	・分科会会費：当初1500円の会費を予定していたが、会員からの意見が出され、修正

・記録費：当初１回につき１万円の予算を計上していたが、分科会の会員講師への謝金（5000円）などと比較しても単価設定はどうか、テープ起こしまでする必要があるか（活用されるのか）という意見が出され、役員で再度検討することになった

	
	会費　改訂

  18,000円（月割りで1,500円／月）


	「正会員３万円」の妥当性に関して、問題提起がなされた。支出実績、予算案等を考慮し、また、途中から会員になった方も月割りで会費を支払って頂くことも念頭に置き、改訂する

	
	「準会員」は廃止
	正会員との差異があまりないことから、

	H１７年４月１３日
（２００５年）
	活動体系
・今までの４役による企画・運営をやめて、

会員による企画・運営へと変更。

・対外的・最終的な判断をする代表として、会長、副会長の２名を置く。

・事務局は置かない。（ただし、ホームページはそのまま運営、ネットからのお申し込み等は井上が管理する）

・役員の任期を１年に変更。
	

	
	会費・運営費

・前期同様、18,000円とする。

・年会費の徴収は、4月総会時に行う。（総会に出席できない方もおられるので、毎回例会時に集金する）
	

	
	会場

・今まで産業開発研究所のご好意により、無料で会場をお借りしていたが、できるだけ公の施設を借りていくこととする。

・人数が少数の場合や幹事の判断により、会員の事務所を使用するのも可。
	

	H１８年５月２４日
	会員承認の条件・表現　変更

（現）オブザーバーとして例会・セミナーに参加後、役員会の承認を得たものであること。

（改）オブザーバーとして、例会・セミナー等ＦＷＮの催しに参加後、承認する。
	ＨＰ充実によりWebからの入会希望者を受け付けるため、

	
	慶弔費の検討
（現）メンバー本人の慶弔事を対象とし、以下の内容で行う。　

①祝儀：1万円

②見舞金：１万円

③不祝儀：３万円（花代等含む）。

（改）追加…上記以外（親・子・配偶者等）の場合は祝・弔電とし、役員に一任する。
	会員の慶弔等の近況情報は速やかに発信することを合意した。


  （２００１年４月改訂）
フロンティア・ウィメンズ・ネットワーク 交流会綱領

この交流会は、'９２年度以降、大阪府立産業開発研究所主催のフロンティアセミナーを受講した、女性経営者及び幹部の方を中心として、構成されています。

１．名　称　  ：Ｆｒｏｎｔｉｅｒ　Ｗｏｍｅｎ'ｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（略称：Ｆ.Ｗ.Ｎ.）



フロンティア・ウィメンズ・ネットワーク

２．趣旨・目的：・お互いに情報交換を行い、会員同士の啓発に努め、事業経営の改善と繁栄を図る。

                ・お互いに交流を深め、仕事と生活の向上を図り、豊かな人生を送ることを目的とす
る。

                ・セミナー、見学会等の勉強会、並びに懇親会を積極的に行い、ユニークな運営を目
指すと共に、人と人との関わりの和を広げるヒューマン・ネットワーク作りに努め
る。

３．活　動  　：①研究会・講演会・見学会等の、勉強会の開催。



②会運営の活性化と活動的な女性を支援するための、各種イベントの実施。



③異業種間での情報・意見の交換。



④研修会・懇親会を開催して、会員の啓蒙と親睦を図る。



⑤隔月に例会を開催する。基本的に奇数月の第２水曜日に行うこととする。


４．会　員　　：下記の条件をすべて満たした者を、Ｆ.Ｗ.Ｎ.会員とする。

                ①経営者もしくは、経営者に準ずる女性であること。



②オブザーバーとしてセミナーに参加後、役員会の承認を得た者であること。



③会の趣旨に賛同した者であること。



④会で規定された会費を納めていること。

　　準会員　　：会員に準ずる




５．会　費　　：①会員は１名に付き３万円、準会員は２万円とし、年度初月中に徴収する。



②各会・行事の実費については、その都度、徴収する。



③既納の会費は、途中退会であっても返却しないものとする。



④会費は、講師へのお礼、会場費、通信費、広報費等に充当する。

	
	年会費
	例会参加費
	分科会参加費
	特別例会の参加費補助
	通信費

	正会員
	３万円
	なし
	なし
	あり
	
	なし

	準会員
	２万円
	なし
	１千円
	あり
	
	なし


６．会　場　　：基本的に、産業開発研究所内の会議室とする。

７．運　営　　：基本的に任期は２年とし、構成は下記の通りとする。

　　　　　　　　・役　員；会長１名、副会長1名、会計１名。　

                ・事務局；1名。

８．退会　　　：退会をする場合は、事務局にその旨をファックスもしくは郵送で連絡する。
役員会でこれを承認する。

　　



９．慶弔費　　：メンバー本人の慶弔事を対象とし、以下の内容で行う。

                ①祝儀：１万円。　②見舞金：１万円。　③不祝儀：３万円（花代等含む）。

10．年　度　　：４月１日より、翌年３月３１日とする。

（２００６年５月改訂）

フロンティア・ウィメンズ・ネットワーク 交流会綱領
１．名　称　  ：Ｆｒｏｎｔｉｅｒ　Ｗｏｍｅｎ'ｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（略称：Ｆ.Ｗ.Ｎ.）



フロンティア・ウィメンズ・ネットワーク

２．趣旨・目的：・お互いに情報交換を行い、会員同士の啓発に努め、事業経営の改善と繁栄を図る。

                ・お互いに交流を深め、仕事と生活の向上を図り、豊かな人生を送ることを目的とす
る。

                ・セミナー、見学会等の勉強会、並びに懇親会を積極的に行い、ユニークな運営を目
指すと共に、人と人との関わりの和を広げるヒューマン・ネットワーク作りに努め
る。

３．活　動  　：①研究会・講演会・見学会等の、勉強会の開催。



②会運営の活性化と活動的な女性を支援するための、各種イベントの実施。



③異業種間での情報・意見の交換。



④研修会・懇親会を開催して、会員の啓蒙と親睦を図る。



⑤隔月に例会を開催する。基本的に奇数月の第２水曜日に行うこととする。


４．会　員　　：下記の条件をすべて満たした者を、Ｆ.Ｗ.Ｎ.会員とする。

                ①経営者もしくは、経営者に準ずる女性であること。
②オブザーバーとして、例会・セミナー等ＦＷＮの催しに参加後、承認する。



③会の趣旨に賛同した者であること。



④会で規定された会費を納めていること。
５．会　費　　：①会員は１名に付き１８,０００円、年度初月中に徴収する。

　　　　　　　　　途中入会の場合は、月割りで徴収する。



②各会・行事の実費については、その都度、徴収する。



③既納の会費は、途中退会であっても返却しないものとする。



④会費は、講師へのお礼、会場費、通信費、広報費等に充当する。

	
	年会費
	例会参加費
	分科会参加費
	特別例会の参加費補助
	通信費

	正会員
	１．８万円
	なし
	なし
	あり
	
	なし


６．運　営　　：基本的に任期は１年とし、構成は下記の通りとする。 　　　　　　　　

会長１名、副会長1名、会計１名。　
７．退　会　　：退会をする場合は、会長にその旨をファックスもしくはE-mailで連絡する。
役員会でこれを承認する。

８：慶弔費　　：メンバー本人の慶弔事を対象とし、以下の内容で行う。
 ①祝儀：１万円。　②見舞金：１万円。　③不祝儀：３万円（花代等含む）。 

*上記以外（親・子・配偶者等）の場合は祝・弔電とし、役員に一任する。
９.年　度　　　：４月１日より、翌年３月３１日とする。
